
学術総会参加者の方へ

．総合受付

います．

学術総会の当日参加登録，懇親会受付，抄録集販売などを行います．

．参加登録

事前にネームカードをお送りいたします．当日必ず会場にご持参いただき，会場内では必ずネーム
カードを着用ください．事前参加登録をされた方は受付の必要はありませんので，直接会場までお
越しください（ネームケースは受付にご用意いたします）．

当日受付にて参加証をお求めください．参加証に氏名，所属をご記入のうえ，会場内では必ずネー
ムカードを着用ください．

．学会事務局受付

年会費納入，出席証明書の発行，学会への入会手続き，登録変更手続き等
（財）日本薬剤師研修センターの研修認定薬剤師・受講シールの配布

．プログラム・抄録集

なお，部数には限りがありますので，予めご了承ください．

．懇親会

前に懇親会費をお支払の方は予め懇親会チケットをお送りいたしますので，懇親会会場前に設置いたし

をお支払いただき，懇親会チケットをお受け取りください．チケットは懇親会会場前の受付にてご提示
ください．
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．臨床薬理学講習会受付
より講習会会場（ひ

．日本臨床薬理学会臨床薬理専門医・認定薬剤師の方ならびに同試験の受験をご希望の方へ
学術総会および臨床薬理学講習会（以下，講習会）に出席されると，専門医・認定薬剤師更新ならびに
認定試験に必要な単位を取得できます．出席証明書を発行しますので手続きをお取りください．

必要です．）

．日本臨床薬理学会認定 CRCの方ならびに同試験をご希望の方へ
学会会員・非会員のいずれの参加者も，日本臨床薬理学会認定 CRC の認定更新ならびに認定試験に必
要な点数を取得できます．出席証明書を発行しますので手続きをお取りください．

．出席証明書の発行
臨床薬理専門医，認定薬剤師，認定CRCの更新および受験のために出席証明書が必要な方は，学会事務

提出してください．なお，講習会の出席証明書は，講習会当日にお渡しします．
学会会員：学会事務局で出席証明書をもとに出席を記録しますが，証明書の「出席者控え」は各自で

保管してください．
非 会 員：学会事務局で記録いたしませんが，「事務局控え」を提出してください．出席証明書が必要

な場合には，「出席者控え」を各自で保管してください．

各単位取得について

日本病院薬剤師会の各専門領域の認定薬剤師の認定申請を目指す方へ

講習会」として承認されています．単位認定を希望される方は，以下のセッションにご参加いただいた
うえで，会場前にて講習会受講証明書を受領してください．

臨床薬理 Jpn J Clin Pharmacol Ther 45 Suppl 2014

ご案内



＜がん領域のセッション＞
物療法における分子標的治療薬の現状と動向｣

別 議室
抗がん薬の臨床薬理 ～オンコロジー領域におけるトピックス～｣

メイ
＜精神科領域のセッション＞

精神疾患の臨床試験の問題点｣

議室
中枢神経系疾患における unmet medical needs｣

サブ

ランチョンセミナーについて
ランチョンセミナー整理券を，各セミナー当日の朝配布いたします．下記配布場所で整理券をお受け取
りください．整理券は無くなり次第終了となりますので，予めご了承ください．
※整理券をお持ちでない場合にも，ランチョンセミナー開始後に，空席がある場合には会場係員の
指示によりご入場できる場合がありますので，直接会場にお越しください．

※整理券はセミナー開始と同時に無効になりますのでご注意ください．
配布場所：ひめぎんホール

企業・書籍展示
下記の会場・時間に行います．ぜひ，お立ち寄りください．

ドリンクコーナー
飲料をご提供しております．無くなり次第終了となりますので，予め

ご了承ください．

クローク
クローク

ご注意
撮影，録音，録画は禁止いたします．

特にフラッシュ撮影をされている場合は，会場から退室していただく場合があります．
禁煙です．
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討論が出来ますよう，質問・討議される方は予めマイクの後ろにお並びください．
司会者の指名により，ご所属・お名前を告げてから質問・討議を開始してください．

携帯電話の電源をお切りいただくか，マナーモードに切り替えてください．
呼び出しは行いません．参加者への連絡は総合受付付近の会員連絡板をご利用ください．

関連の利益相反の開示について
（ア 別を問わず，発表者は本学会が主催する講演会（学術総会，講習会他）で発表・

講演を行う場合，筆頭発表者は配偶者，一親等の親族，生計を共にする者も含めて，今回の演

題発表に際して，基礎研究ならびに臨床研究（以下研究という）に関連する企業や営利を目的
とした組織または団体との経済的な関係について，過去 利益相反状態の有無
を学会発表スライドの最初あるいはポスターの最後に様式 例①あるいは例②に則って以
下の（イ）の内容を開示するものとする．

（イ べき内容は以下のいずれかとし，様式 例示に明記する．
①企業や営利を目的とした団体の役員，顧問職

つの企業・団体か 万円以上のもの）
②株の保有

つの企業 利益 万円以上，あるいは当該株式 ％以上保有のもの）
③企業や営利を目的とした団体から知的財産権使用料として支払われた収入など

つにつき年間 万円以上のもの）
④企業や営利を目的とした団体より，会議の出席（発表）に対し，研究を拘束した時間・労力
に対して支払われた日当，講演料
つの企業・団体からの年間合計 万円以上のもの）

⑤企業や営利を目的とした団体のパンフレットなどの執筆に対して支払われた原稿料など
つの企業・団体から年間合計 万円以上のもの）

⑥企業や営利を目的とした団体が提供する研究費（委託受託研究，共同研究）など
つの企業・団体から支払われた総額 万円以上のもの）

⑦企業や営利を目的とした団体が提供する奨学寄付金（奨励寄付金）など
つの企業・団体から支払われた総額が年間 万円以上のもの）

⑧企業や営利を目的とした団体が提供する寄付講座との関連
（企業などからの寄付講座に所属している場合）
⑨研究とは無関係な旅行，贈答品など

つの企業・団体か 万円以上のもの）
＊ただし⑥，⑦については，筆頭発表者個人か，筆頭発表者が所属する部局（講座，分野）
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